[bookmark: _ei547hny9pnq]清掃不要に関する同意書（ホテル・旅館）

私は、下記宿泊施設における宿泊期間中の客室清掃について、以下の内容を確認し、清掃を不要とすることに同意します。

[bookmark: _bhdqtp7ifr97]第1条（目的）
本同意書は、宿泊者が宿泊期間中の全部又は一部の日について客室清掃を希望しない場合に、清掃を実施しない期間、対象となるサービス、衛生管理、安全管理その他必要な事項を確認し、宿泊者と宿泊施設との間の認識を明確にすることを目的とします。

[bookmark: _h4so5yptaa6j]第2条（清掃不要の申出）
1. 宿泊者は、自らの意思により、下記に記載した対象日について客室清掃を不要とすることを申し出ます。
2. 清掃不要の対象となる客室及び期間は、次のとおりとします。
宿泊施設名：____________________________
宿泊者氏名：____________________________
客室番号：______________________________
チェックイン日：______年____月____日
チェックアウト日：______年____月____日
清掃不要日：______年____月____日 ～ ______年____月____日
3. 宿泊者が一部の日のみ清掃を不要とする場合は、清掃不要日を個別に指定するものとします。
4. 清掃不要の申出は、宿泊施設が定める受付期限までに行うものとします。

[bookmark: _399qaa84a1tq]第3条（清掃不要となる業務の範囲）
清掃不要日においては、宿泊施設が別途提供する場合を除き、次に掲げる客室清掃業務を実施しないものとします。
1. 客室内の清掃及び整理
2. ベッドメイク及びシーツ、枕カバーその他寝具類の交換
3. 浴室、洗面所及びトイレの清掃
4. 使用済みタオル、バスタオルその他リネン類の回収及び交換
5. 客室内のごみの回収
6. アメニティ、消耗品その他備品の通常補充
7. その他、通常の客室清掃に付随して行われる業務

[bookmark: _xe8gxbwbbt66]第4条（タオル・アメニティ等の取扱い）
1. 清掃不要日におけるタオル、アメニティ、飲料水その他の備品の交換又は補充については、宿泊施設が定める方法によるものとします。
2. 宿泊者が交換又は補充を希望する場合は、フロントへの連絡その他宿泊施設が指定する方法により申し出るものとします。
3. 宿泊プランその他の条件により、交換又は補充できる物品の種類、数量又は回数に制限が設けられている場合があります。

[bookmark: _xx3dbvzb6xa1]第5条（ごみの処理）
1. 清掃不要日においては、原則として客室内のごみの回収は行いません。
2. 宿泊者がごみの回収を希望する場合は、宿泊施設が指定する場所又は方法により処理又は回収を依頼するものとします。
3. 衛生上又は安全管理上問題となるおそれのある物品については、宿泊施設の指示に従うものとします。

[bookmark: _9vp82olu1xf7]第6条（客室の衛生管理）
1. 宿泊者は、清掃不要期間中、客室を適切な状態で使用し、著しく不衛生な状態とならないよう配慮するものとします。
2. 清掃不要により、寝具、浴室、洗面所その他客室設備について通常の清掃時より汚れが蓄積する可能性があることを宿泊者はあらかじめ確認します。
3. 宿泊施設は、衛生管理上必要があると合理的に判断した場合、宿泊者に客室清掃の実施を求めることができるものとします。

[bookmark: _uqxw2ajpsg2m]第7条（宿泊施設による客室への立入り）
1. 清掃不要の申出は、宿泊施設が客室へ一切立ち入らないことを保証するものではありません。
2. 宿泊施設は、次の各号のいずれかに該当する場合には、必要な範囲で客室に立ち入ることができるものとします。
(1) 火災、漏水、異臭、設備故障その他の緊急事態が発生し、又はそのおそれがある場合
(2) 宿泊者の生命、身体又は財産の安全確認が必要であると合理的に判断される場合
(3) 法令、行政機関その他公的機関からの要請に対応する必要がある場合
(4) 客室設備の点検、修理又は安全管理上の措置が必要な場合
(5) 長期間にわたり清掃が実施されず、衛生状態又は客室の管理状況を確認する必要がある場合
(6) その他、宿泊施設の適正な管理運営上やむを得ない事情がある場合
3. 緊急の場合を除き、宿泊施設は可能な範囲で宿泊者への連絡又は通知を行った上で客室へ立ち入るものとします。

[bookmark: _kv0xnqgpopma]第8条（長期連泊時の清掃）
1. 宿泊施設は、連続して一定期間以上清掃が行われていない場合、衛生管理、防火管理、設備管理その他施設管理上の理由により、宿泊者の清掃不要の希望にかかわらず客室清掃又は客室確認を実施することができるものとします。
2. 前項の清掃又は確認を実施する周期及び方法については、宿泊施設が定める運用基準によるものとします。
3. 宿泊者は、法令、宿泊約款、施設利用規則その他宿泊施設の管理上必要となる客室確認について協力するものとします。

[bookmark: _ng1gv1xca79c]第9条（清掃不要の変更・取消し）
1. 宿泊者は、清掃不要の申出後であっても、宿泊施設が定める受付時間までに申し出ることにより、清掃を希望する内容へ変更できるものとします。
2. 当日の申出時間、清掃スタッフの配置状況その他の事情により、宿泊者が希望する時間帯又は内容で清掃を実施できない場合があります。
3. 清掃の追加又は変更に別途料金が設定されている場合、宿泊者は当該料金を負担するものとします。

[bookmark: _8hc1hrd37b2s]第10条（清掃不要に伴う特典等）
1. 宿泊施設が清掃不要を選択した宿泊者に対して、ポイント、館内利用券、飲料その他の特典を提供する場合、その内容及び提供条件は宿泊施設が別途定めるものとします。
2. 清掃不要の申出を後から取り消した場合その他特典の提供条件を満たさなくなった場合には、当該特典を受けられないことがあります。
3. 特典の内容は、宿泊プラン、宿泊日その他の条件によって異なる場合があります。

[bookmark: _k27cqq1z0rpz]第11条（客室設備・備品等の確認）
1. 宿泊者は、清掃不要期間中に客室設備の故障、破損、漏水その他の異常を発見した場合、速やかに宿泊施設へ連絡するものとします。
2. 清掃が実施されないことにより、通常の客室清掃時に従業員が発見する可能性のある設備異常等について、その発見が遅れる場合があることを宿泊者は確認します。
3. 宿泊者から異常の連絡を受けた場合、宿泊施設は必要に応じて客室への立入り、点検、修理その他必要な措置を行うことができるものとします。

[bookmark: _goopfv6hourr]第12条（宿泊者の責任）
宿泊者の故意又は過失により、清掃不要期間中に客室、設備、備品等に通常の使用を超える汚損、破損その他の損害が生じた場合、宿泊者は宿泊約款、利用規則その他宿泊施設が定める条件に従い、その損害について責任を負うものとします。

[bookmark: _m1thah38mkvj]第13条（宿泊約款等との関係）
1. 本同意書は、宿泊施設の宿泊約款、利用規則、宿泊契約その他宿泊者に適用される条件を補足するものです。
2. 本同意書に定めのない事項については、宿泊約款、利用規則その他宿泊施設が定める規定に従うものとします。
3. 本同意書の内容と宿泊約款その他の規定との間に相違がある場合は、個別に明示された特約がある場合を除き、宿泊約款その他宿泊施設が定める規定を優先するものとします。

[bookmark: _57jwobqebjuk]第14条（確認及び同意）
宿泊者は、本同意書の内容について説明を受け、又は自ら内容を確認した上で、清掃不要によって通常の客室清掃サービスの全部又は一部が提供されないこと及び宿泊施設が衛生、安全その他施設管理上必要な場合には客室への立入り又は清掃を実施することがあることを理解し、これに同意します。

以上







同意日：______年____月____日

宿泊施設名：____________________________________

客室番号：______________________________________

宿泊者氏名：____________________________________

署名：__________________________________________

【宿泊施設記入欄】
受付日：______年____月____日

清掃不要対象日：________________________________

受付担当者：____________________________________

